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１ 水道事業における災害の把握、被害予測

1　災害による水道事業への被害

　水道事業においては、浄水場や配

水池などを除き、その施設の大部分

を占める配水管の多くが地中に埋設

されているため、最も脅威となる自

然災害は地震です。

　また、台風や豪雨などについては、

直接的な被害よりもそれらを要因と

した停電や計器故障などによる間接

的な被害が危惧されています。　

　光市における過去の災害事例を見てみると、台風による停電や、集中豪雨による送水管の破損

に伴う広範囲に及ぶ断水が挙げられますが、地震による大きな被害については、半世紀以上にわ

たって経験していません。

　このような経験から、現在、光市では

浄水場の二回線受電による停電時の浄水

場の機能停止というリスク分散や、配水

池タンクの新設による災害時貯留時間の

延 長 な ど の 対 策 を 取 る に 留 ま っ て い ま

す。

　安心・安全な水を安定して給水するという水道事業の使命

を考えると、どのような災害が発生しても安定した給水を行

うため、取水源の二系統化や浄水場への自家発電装置の設置

など、災害に対して万全の体制を整えておく必要があります。

　しかしながら、光市の事業規模を考えた場合、このように全

ての面において万全の体制を確立していくことは困難であるため、過去の災害事例をもとに光

市で起こりえる災害とその被害を予測し、最適な施設強化を図っていくことが重要です。

　また、水道事業にとって最も大きな被害が予測される地震についても、光市では過去にほとん

ど経験がありませんが、市内に地震を引き起こす断層帯が存在するため、施設の耐震化などの最

低限の対策は必要になってきます。

災害の種類 予測される被害

地震【震度３以下】

地震【震度４～５】

地震【震度６以上】

台風

水源への有害物質流入

落雷

給水管破損による漏水

老朽配水管の破損

基幹施設の破損・崩壊

停電による浄水場機能停止

浄水機能を強制的に停止

停電による浄水場機能停止

▲水道事業で予測される災害別の被害

▲山口県における断層帯の概略図

▲山口県における断層帯の評価

▲停電時のリスク分散のための二回線受電

過去の災害における光市水道事業への被害▲

2　光市における過去の災害事例と現状の対策

時期（災害名）

昭和２０年

（大暴風雨）

昭和２５年

（キジア台風）

昭和２６年

（ケート・ルース台風）

昭和５５年

（集中豪雨）

平成５年

（台風１９号）

被　害　内　容

水源池大被害。

（詳細不明）

水道施設への被害。

（詳細不明）

配水池法面崩壊。

岩屋地区配水管大被害。

来州堤決壊により、送水本管破損。1 2 , 0 0 0 世帯

が 2 日間断水状態となる。

塩害で停電となり、浄水場機能が停止し、市内全

域が断水となる。

3　災害に対する今後の考え方

菊川断層菊川断層
岩国断層帯岩国断層帯

光 市光 市

断層の名称 最新活動時期 断層帯の長さ 30 年以内発生確率予想マグニチュード

岩国断層帯

菊川断層帯

7.6 程度 0.03 ～ 2％

7.6 以上 不　明

約 1 万年前

約 8,500 年～
約 2,100 年前

約 44km

（大竹市～周南市）

約 44km
（下関市～響灘）
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画
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２ 災害時の備えの充実

1　直面する課題
　災害に対する備えとしては、災害に強い施設の構築といったハード面での備えと災害発生後

の迅速・的確な対応の強化といったソフト面での備えに分けることができます。

　光市では、現在のところ、給水車やポリタンク・ポリパックによる

応急給水により、緊急時の生活に必要な水の確保に努めていますが、

広 範 囲 に わ た り 給 水 で き な く な っ た 場 合 に は、現 状

の方法では対応しきれません。

　ライフラインである水の確保という観点からすれ

ば、災害により、水道施設が被害を受けて蛇口へ水を

届 け る こ と が で き な く な っ た 場 合 に、い か に 迅 速・

的 確 に、生 活 に 必 要 な 水 を 供 給 で き る か が 重 要 で あ

り、そのための体制づくりが求められています。▲非常給水用ポリパック・ポリタンク

▲災害時における各関連団体との連携図

2　目指すべき将来像及び施策
　災害発生後の迅速・的確な対応を可能にするための取り組みとして、給水拠点マップの作成、

関連団体との連携強化、職員の災害対応能力の向上、災害用備品の確保を図っていきます。

具体的な施策具体的な施策
施 策

給水拠点マップの作成１０
　災害時における給水拠点 ( 避難場所・重要施設 ) を把握し、適時適所に給水ができ
る体制を確立します。

　各種備蓄品 ( 応急給水用ポリタンンク・ポリパック、修繕用材料 ) を適正に管理し、
かつ計画的に蓄えます。

　関連団体との協約を締結し、連携体制を強化します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

各種備蓄品の適正管理

施 策

災害時における関連団体との連携強化

施 策

実　施

実　施

実　施

１１

１２

光
市
水
道
局

光 　 　 市

光 地 区 消 防 組 合

近  隣  都  市

そ の 他 の 都 市

管 工 事 協 同 組 合

大  手  企  業

中  国  電  力

住 民 の 避 難 状 況 の 情 報 提 供 の 要 請

災 害 時 の 大 規 模 拠 点 へ の 配 水 の 協 力

災 害 時 の 材 料 の 調 達 等

災 害 時 の 応 急 給 水 の 要 請

災 害 時 の 応 急 給 水 の 要 請

緊 急 時 の 節 水 の 協 力

停 電 時 の 浄 水 場 電 力 の 優 先 的 復 旧 の 要 請

光合成プランベンチマーク２５

『災害時必要水量確保率』『災害時必要水量確保率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

５

P o i n tP o i n t

７.２ ７.４ １１.３ １５.０ ２０.０ ３０.０

災害時の応急給水用備品の備蓄状況を示す指標で、将来的には１００％となるよう、計画的に

増加させることを目指す。

※この指標では、災害時の一人一日当たり最低確保飲料水を３Ｌとした。

『給水用備蓄品』 … 災害時に使用できる可搬ポリパック（６Ｌ）、ポリタンク（２０Ｌ）、車載

　　　　　　　　  用タンク（１,０００Ｌ）など

給水用備蓄品の総容量

（ 行政区域内人口 × ３Ｌ ）
× １００ [ ％ ]

光合成プランベンチマーク
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２ 災害時の備えの充実

1　直面する課題
　災害に対する備えとしては、災害に強い施設の構築といったハード面での備えと災害発生後

の迅速・的確な対応の強化といったソフト面での備えに分けることができます。

　光市では、現在のところ、給水車やポリタンク・ポリパックによる

応急給水により、緊急時の生活に必要な水の確保に努めていますが、

広 範 囲 に わ た り 給 水 で き な く な っ た 場 合 に は、現 状

の方法では対応しきれません。

　ライフラインである水の確保という観点からすれ

ば、災害により、水道施設が被害を受けて蛇口へ水を

届 け る こ と が で き な く な っ た 場 合 に、い か に 迅 速・

的 確 に、生 活 に 必 要 な 水 を 供 給 で き る か が 重 要 で あ

り、そのための体制づくりが求められています。▲非常給水用ポリパック・ポリタンク

▲災害時における各関連団体との連携図

2　目指すべき将来像及び施策
　災害発生後の迅速・的確な対応を可能にするための取り組みとして、給水拠点マップの作成、

関連団体との連携強化、職員の災害対応能力の向上、災害用備品の確保を図っていきます。

具体的な施策具体的な施策
施 策

給水拠点マップの作成１０
　災害時における給水拠点 ( 避難場所・重要施設 ) を把握し、適時適所に給水ができ
る体制を確立します。

　各種備蓄品 ( 応急給水用ポリタンンク・ポリパック、修繕用材料 ) を適正に管理し、
かつ計画的に蓄えます。

　関連団体との協約を締結し、連携体制を強化します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９
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各種備蓄品の適正管理

施 策

災害時における関連団体との連携強化

施 策

実　施

実　施
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大  手  企  業

中  国  電  力

住 民 の 避 難 状 況 の 情 報 提 供 の 要 請

災 害 時 の 大 規 模 拠 点 へ の 配 水 の 協 力

災 害 時 の 材 料 の 調 達 等

災 害 時 の 応 急 給 水 の 要 請

災 害 時 の 応 急 給 水 の 要 請

緊 急 時 の 節 水 の 協 力

停 電 時 の 浄 水 場 電 力 の 優 先 的 復 旧 の 要 請

光合成プランベンチマーク２５

『災害時必要水量確保率』『災害時必要水量確保率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

５

P o i n tP o i n t

７.２ ７.４ １１.３ １５.０ ２０.０ ３０.０

災害時の応急給水用備品の備蓄状況を示す指標で、将来的には１００％となるよう、計画的に

増加させることを目指す。

※この指標では、災害時の一人一日当たり最低確保飲料水を３Ｌとした。

『給水用備蓄品』 … 災害時に使用できる可搬ポリパック（６Ｌ）、ポリタンク（２０Ｌ）、車載

　　　　　　　　  用タンク（１,０００Ｌ）など

給水用備蓄品の総容量

（ 行政区域内人口 × ３Ｌ ）
× １００ [ ％ ]

光合成プランベンチマーク
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

　水道施設の大部分を占める配水管の多くは地中に埋設されているため、あらかじめ漏水事故

を予測することには限界があります。さらに、市内各所に張り巡らされた配水管網の多くが耐用

年 数の 経 過に 伴 う 老朽 化 を 迎え て

おり、漏水事故の発生する可能性も

年々増え続けています。

　一方で、近年、様々な業務のデジ

タル化が進んでおり、配水管網の情

報 につ い ても デ ー タベ ー ス 化し て

管 理す る マッ ピ ン グシ ス テ ムの 開

発によって、これまで図面を一枚一

枚調べて確認していた断水範囲や断水件数、埋設管の詳細

なデータを瞬時に把握することが可能となり、漏水修理に

伴う断水を行う際の断水件数を最小限に抑えるための操作

バ ル ブ の 特 定 や 断 水 時 間 短 縮 な ど 大 き な 効 果 を 得 て い ま

す。

　このような現状を踏まえて、漏水事故を未然に防ぐ取り組みと並行して、新たなシステムの導

入による漏水事故の早期の復旧にも取り組んでいかなければなりません。

清山配水池　　（２７,0００㎥）

上ヶ原配水池　（４００㎥）

大和配水池　　（１,５００㎥）

観音寺配水池　（１,１００㎥）
千坊台配水池　（５６５㎥）

各配水池の最大容量各配水池の最大容量

光市水道局

上ヶ原配水池上ヶ原配水池

千坊台配水池千坊台配水池

観音寺配水池観音寺配水池

大和配水池
（建設予定）
大和配水池

（建設予定）

清山配水池
（光市水道局内）

清山配水池
（光市水道局内） ▲配水管に設置している

　仕切弁（左）、消火栓（右）

▲配水管破損による修理の様子

３ 事故時の迅速な対応の強化及び日常の維持管理の充実

1　直面する課題

2　目指すべき将来像及び施策

　漏水事故の未然の防止策として、日常的

な施設の維持管理の充実化を図るととも

に、業務の効率化、断水時間の短縮による

お客さまサービスの向上という観点から、

マッピングシステムの導入について検討

を行っていきます。

　直営の修理部門を抱えていないことか

ら、修理業者の技術力の向上を図るととも

に、監督・指導体制の強化を図ります。

給水拠点・重要施設への給水イメージ給水拠点・重要施設への給水イメージ

▲防災訓練における給水活動の様子
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

　水道施設の大部分を占める配水管の多くは地中に埋設されているため、あらかじめ漏水事故

を予測することには限界があります。さらに、市内各所に張り巡らされた配水管網の多くが耐用

年 数の 経 過に 伴 う 老朽 化 を 迎え て

おり、漏水事故の発生する可能性も

年々増え続けています。

　一方で、近年、様々な業務のデジ

タル化が進んでおり、配水管網の情

報 につ い ても デ ー タベ ー ス 化し て

管 理す る マッ ピ ン グシ ス テ ムの 開

発によって、これまで図面を一枚一

枚調べて確認していた断水範囲や断水件数、埋設管の詳細

なデータを瞬時に把握することが可能となり、漏水修理に

伴う断水を行う際の断水件数を最小限に抑えるための操作

バ ル ブ の 特 定 や 断 水 時 間 短 縮 な ど 大 き な 効 果 を 得 て い ま

す。

　このような現状を踏まえて、漏水事故を未然に防ぐ取り組みと並行して、新たなシステムの導

入による漏水事故の早期の復旧にも取り組んでいかなければなりません。

清山配水池　　（２７,0００㎥）

上ヶ原配水池　（４００㎥）

大和配水池　　（１,５００㎥）

観音寺配水池　（１,１００㎥）
千坊台配水池　（５６５㎥）

各配水池の最大容量各配水池の最大容量

光市水道局

上ヶ原配水池上ヶ原配水池

千坊台配水池千坊台配水池

観音寺配水池観音寺配水池

大和配水池
（建設予定）
大和配水池

（建設予定）

清山配水池
（光市水道局内）

清山配水池
（光市水道局内） ▲配水管に設置している

　仕切弁（左）、消火栓（右）

▲配水管破損による修理の様子

３ 事故時の迅速な対応の強化及び日常の維持管理の充実

1　直面する課題

2　目指すべき将来像及び施策

　漏水事故の未然の防止策として、日常的

な施設の維持管理の充実化を図るととも

に、業務の効率化、断水時間の短縮による

お客さまサービスの向上という観点から、

マッピングシステムの導入について検討

を行っていきます。

　直営の修理部門を抱えていないことか

ら、修理業者の技術力の向上を図るととも

に、監督・指導体制の強化を図ります。

給水拠点・重要施設への給水イメージ給水拠点・重要施設への給水イメージ

▲防災訓練における給水活動の様子
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

具体的な施策具体的な施策
施 策

漏水事故を未然に防ぐための施設点検１３

　修理業者への研修会を開催し、技術力の向上による修理の迅速化を図ります。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

マッピングシステム導入の検討

施 策

修理業者の技術力の向上と監督・指導体制の強化

施 策

実　施

導　入

検　討

検　討

１４

１５

実　施

光合成プランベンチマーク２５

『断水時間』『断水時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

６

P o i n tP o i n t

０.０５ ０.0３ ０.０１

水道事故・災害時に、修理に要した時間を示す指標で、迅速な復旧を目指す。

『断水時間』 … 水道管破損等の修理において、仕切弁操作により給水を停止し、修理終了後に

　　　　　　  通水するまでの時間（一回あたりの平均）

『断水戸数』 … 上記の修理時に、給水が停止となった戸数

『給水戸数』 … 光市水道事業から給水する全戸数

給水戸数

断水時間 × 断水戸数
[ 時間 ]

デ ー タ な し

光合成プランベンチマーク２５

『バルブ点検率』『バルブ点検率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

７

P o i n tP o i n t

１０.０ １０.０ １０.０

事故時の断水範囲拡大抑制のため、日常の維持管理として、「バルブ」の点検を定期的に行う

ことを目指す。

『バルブ』 … 管路中で水の流れを制御する「仕切弁」、管路中に混入した空気を排出する「空気 

　　　　　  弁」、濁水等を排出させるための「ドレン弁」

点検したバルブ数

総バルブ設置数
× １００ [ ％ ]

デ ー タ な し

▲新潟県中越地震により破損した水道管復旧の様子（写真提供：新潟市水道局）

光合成プランベンチマーク 光合成プランベンチマーク

ひかりかがやく水のまちひかりかがやく水のまち

～光市水道光合成プラン～～光市水道光合成プラン～
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

具体的な施策具体的な施策
施 策

漏水事故を未然に防ぐための施設点検１３

　修理業者への研修会を開催し、技術力の向上による修理の迅速化を図ります。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

マッピングシステム導入の検討

施 策

修理業者の技術力の向上と監督・指導体制の強化

施 策

実　施

導　入

検　討

検　討

１４

１５

実　施

光合成プランベンチマーク２５

『断水時間』『断水時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

６

P o i n tP o i n t

０.０５ ０.0３ ０.０１

水道事故・災害時に、修理に要した時間を示す指標で、迅速な復旧を目指す。

『断水時間』 … 水道管破損等の修理において、仕切弁操作により給水を停止し、修理終了後に

　　　　　　  通水するまでの時間（一回あたりの平均）

『断水戸数』 … 上記の修理時に、給水が停止となった戸数

『給水戸数』 … 光市水道事業から給水する全戸数

給水戸数

断水時間 × 断水戸数
[ 時間 ]

デ ー タ な し

光合成プランベンチマーク２５

『バルブ点検率』『バルブ点検率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

７

P o i n tP o i n t

１０.０ １０.０ １０.０

事故時の断水範囲拡大抑制のため、日常の維持管理として、「バルブ」の点検を定期的に行う

ことを目指す。

『バルブ』 … 管路中で水の流れを制御する「仕切弁」、管路中に混入した空気を排出する「空気 

　　　　　  弁」、濁水等を排出させるための「ドレン弁」

点検したバルブ数

総バルブ設置数
× １００ [ ％ ]

デ ー タ な し

▲新潟県中越地震により破損した水道管復旧の様子（写真提供：新潟市水道局）

光合成プランベンチマーク 光合成プランベンチマーク

ひかりかがやく水のまちひかりかがやく水のまち

～光市水道光合成プラン～～光市水道光合成プラン～
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

４ 貯水槽水道への指導強化

1　直面する課題

　受水槽方式による給水の抱える衛生面の課題を解消することを主な目的として、平成 13 年

に水道法が改正され、「貯水槽水道」という用語が新たに定義されるとともに、貯水槽水道に関す

る責任区分の明確化が図られ、その管理は設置者自らが責任を持って行うこととされました。

　この改正が行われるまでは、容量が 10 ㎥以下の受水槽を設置している小規模貯水槽水道に

ついては、法律上の根拠規定がなかったため、水道局は、水道水を供給する立場でありながら、関

与することができませんでしたが、この改正により、貯水槽水道設置者に対して適切な管理方法

などの指導・助言を行うことが可能となりました。

　そのため、水源から蛇口までおいしい水を届けるという観点から、使用者、設置者に対する情

報提供を行っていくなどして、積極的に関与していくことが求められています。

受 水 槽受 水 槽配水管配水管 各給水栓各給水栓

水道局の管理水道局の管理 設置者（建物の所有者）の管理設置者（建物の所有者）の管理

▲水道局と受水槽設置者の責任分岐点

家庭用に設置してある小規模貯水槽

▲

2　目指すべき将来像及び施策

　貯水槽水道の管理方法、清掃、検査などに関する

情報を積極的に提供していくとともに、小規模貯

水槽水道の設置場所を把握し、定期的な立ち入り

検査を実施します。

◆  小規模貯水槽水道
　水道事業から供給されている水のみを水源とする１０㎥以下の受水槽を有する施設など。

具体的な施策具体的な施策
施 策

貯水槽水道への定期的な検査の実施１６
　受水槽設置者検査チェック表を作成し、確実に検査を行える体制を確立します。
　また、受水槽設置者に対して２年に１回の立入検査を実施します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

実　施検 討

光合成プランベンチマーク２５

『貯水槽水道指導率』『貯水槽水道指導率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

８

P o i n tP o i n t

０.０ ５.１ ０.０ ２５.０ ５０.０ ５０.０

定期的な貯水槽水道指導を行い、最終的に２年に１回の立入検査を目指す。

『指導件数』 … 水道局が作成したチェック表に基づき、受水槽設置者に対して立入検査を行っ

　　　　　　  た件数

貯水槽水道指導件数

貯水槽水道総件数
× １００ [ ％ ]

光合成プランベンチマーク
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未来へ走り続ける光のライフライン 災害対策及び維持管理計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

４ 貯水槽水道への指導強化

1　直面する課題

　受水槽方式による給水の抱える衛生面の課題を解消することを主な目的として、平成 13 年

に水道法が改正され、「貯水槽水道」という用語が新たに定義されるとともに、貯水槽水道に関す

る責任区分の明確化が図られ、その管理は設置者自らが責任を持って行うこととされました。

　この改正が行われるまでは、容量が 10 ㎥以下の受水槽を設置している小規模貯水槽水道に

ついては、法律上の根拠規定がなかったため、水道局は、水道水を供給する立場でありながら、関

与することができませんでしたが、この改正により、貯水槽水道設置者に対して適切な管理方法

などの指導・助言を行うことが可能となりました。

　そのため、水源から蛇口までおいしい水を届けるという観点から、使用者、設置者に対する情

報提供を行っていくなどして、積極的に関与していくことが求められています。

受 水 槽受 水 槽配水管配水管 各給水栓各給水栓

水道局の管理水道局の管理 設置者（建物の所有者）の管理設置者（建物の所有者）の管理

▲水道局と受水槽設置者の責任分岐点

家庭用に設置してある小規模貯水槽

▲

2　目指すべき将来像及び施策

　貯水槽水道の管理方法、清掃、検査などに関する

情報を積極的に提供していくとともに、小規模貯

水槽水道の設置場所を把握し、定期的な立ち入り

検査を実施します。

◆  小規模貯水槽水道
　水道事業から供給されている水のみを水源とする１０㎥以下の受水槽を有する施設など。

具体的な施策具体的な施策
施 策

貯水槽水道への定期的な検査の実施１６
　受水槽設置者検査チェック表を作成し、確実に検査を行える体制を確立します。
　また、受水槽設置者に対して２年に１回の立入検査を実施します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

実　施検 討

光合成プランベンチマーク２５

『貯水槽水道指導率』『貯水槽水道指導率』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

８

P o i n tP o i n t

０.０ ５.１ ０.０ ２５.０ ５０.０ ５０.０

定期的な貯水槽水道指導を行い、最終的に２年に１回の立入検査を目指す。

『指導件数』 … 水道局が作成したチェック表に基づき、受水槽設置者に対して立入検査を行っ

　　　　　　  た件数

貯水槽水道指導件数

貯水槽水道総件数
× １００ [ ％ ]

光合成プランベンチマーク
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未来へ走り続ける光のライフライン

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～

第３章

環境対策及び水質保全計画環境対策及び水質保全計画

Vision

１ 水源涵養林の取得 61

２ 島田川流域の保全 64

３ おいしい水のコーディネート 65

４ 環境負荷の軽減 68

Ⅱ 施 策

▲島田川中流域（周東町）

～ 環境にやさしく、

　　将来も絶やすことのない水循環を目指します ～
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